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今までの盛岡病院

① 一般紹介

「今、担当医がいませんので・・・」

② 緊急紹介

技師さん（？）が出てきて

「これは当院の紹介対象ではありません。」

院長がわざわざクリニック
に来て「よろしく！」
と言って帰られたの

に・・・？？



① 自宅が近いから、

盛岡病院だと都合が良いんです が・・・

② なにしろ国立だから（？）安心・・・

③ きちんとやってくれそうですよね。

一方で患者さんは・・・

盛岡病院に対するネームバリューと
住民の期待は、今までも充分にあった



国立盛岡病院の大きな変化

① 菊池院長の出現、姿・顔の見えるリーダー

② 院内内部のパワーの充実

③ 包括支援ネットワーク （後追いですが・・・）

④ 岩手西北医師会の在宅ボックスとベストマッチング



当院と国立盛岡病院の
お付き合いについて

平成26年2月～平成27年6月 紹介患者総数 31名

診療科 人数

呼吸器科 21

消化器内科 4

リウマチ科 3

整形外科 2

循環器内科 1

計 31



岩手西北医師会が取り組んで
いる在宅医療システム

① 往診専門ではない一般開業医が参加する

在宅プログラム

② 広域医療圏・・・滝沢市、雫石町、北盛岡地域

③ 構成メンバー 滝沢市包括支援センター

ケアマネジャー協議会

岩手八幡平歯科医師会

岩手県薬剤師会

岩手西北医師会

④ ＩＣＴによる医療情報の共同利用と

コーディネイト事業

在宅ボックス
滝沢

病院
薬局 施設

クリニック

ケアマネジャー



ありがたかった症例

１．施設⇔盛岡病院 いったりきたり・・・（2回の入退院）

Ｆ・Ｎさん 87歳 女性 診断名：急性呼吸不全

２．ギリギリまで施設 → 盛岡病院で看取り

Ｓ・Ｆさん 88歳 男性 診断名：肺癌

３．治まらない咳 → 新聞を読んであわてて受診

→ とりあえず盛岡病院へ

４．クオリティの高い放射線診断

Ｋ・Ｉさん 42歳 男性 レジオネラ肺炎（？）も否定できた。



５．急性肺炎vs心不全vs結核

結核なら最期は盛岡病院・・・受診までのつなぎは県立中央病院



国立病院に対する紹介時のマナー

① 週末は避ける

月～金の午後４時まで。できるだけ週の始めに紹介

② 原則帰された患者は、しっかり引き受ける。

③ できるだけ開業医が最期まで看取りするつもりで。

④ 勤務医時代の気持ちを忘れずに・・・



国立盛岡病院の

医師・看護師・その他のスタッフの皆様

日頃のご協力に対して

心より感謝申し上げます。

岩手西北医師会

ゆとりが丘クリニック

高橋 邦尚


